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掛 の要 1:::::. 
目

動物の光感覚感光色素の chromophore 部分における retinene と蛋白質の結合様式を明らかにする目

的で retinene と tryptophan の反応をしらべた。 retinene と tryptophan は塩酸酸性の methanol 中で

540mμ にその吸収極大をもっ complex を作る。この complex は溶媒中に水が合まれていると生成し難

くなる。また pH 2.5 以下で生成し，それ以上になると 450mμ に吸収極大をもっ物質l三なる。この com

plex の生成量は tryptophan の carboxyl 基を ester 化しでも， amino 基を acetyl 化しでも減少する。

tryptophan と retinene の結合 energy を反応の平衡定数の温度依存性から求めると 2.0 kcal であっ

た。 retinene-tryptophan com plex の結合様式について推論し，動物の感光色素の chromophore がとの

ような complex であろうと言う可能性について検討した。

論文の審査結果の要旨

動物の光感覚に関係する感光色素はレチネンとオプシンという蛋白質の結合したいわゆるロドプシンで

あるが， その発色団部分のレチネンと蛋白質の結合の株式については今日まで明らかでない。

Morton らの Schiff 塩基説， Hubbard の共役酸説などあるが， 石神君はレチネンがオプシンと結合す

るととにより，その光の吸収極大が 385mμ より 500mμ 以上へ赤色移動する原因をレチネンと蛋白質中

のアミノ酸との相互作用によるものとし， レチネンとトリプトファンより成る系について研究した。

その結果，メタノール中で塩酸酸性の伺域ではレチネンとトリプトファンの問に錯合体が形成し， その

吸収極大が 540mμ にあらわれることを見出し， この錯合体の生成の条件，性質ーなどにつき詳細に研究し

た口乙の錯合体の生成は水の存在によって若干阻害せられるが， メタノール濃度と共に生成量はまし，メ

タノー jレ 40--80郊ではほぼ一定となるが90%以上では急激に増加する。この錯合体の吸収極大は pH の
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増加と共に若干短波長側へ移行する。 またトリプトファンのアミノ基およびカノレボキシル基が発色に重大

な関係があることが，アミノ基のアセチノレ化カノレボキシル基のエステノレ化によってそれぞれ発色がおさえ

られる乙とからわかる。

次 lと蛋白質を構成する各種の アミノ酸についてとのような錯合体の生成が可能であるか否かを検討し

たがトリプトファン以外ではこのような錯合体はできなかうた。

これがどのような結合にもとづくものであるかを知る目的で， レチネン+トリプトファンご錯合体の平

衡の温度依存性をしらべ，乙の反応のエンタノレピ一変化として1.9 kcal を得，その結合はきわめて弱い

ものであることを知った。おそらく化学結合のごとき強固なものでなく， 電荷移動などにもとづくもので

はないかと想像している。

以上この研究は， 従来の動物感光色素の発色機構のモデルとして生体内に実在の証明せられていないア

ニリンなどにたよる代りにオプシン中に 6 個の存在が明らかであるトリプトファンを用いて実験的基礎に

立ったモデソレを提出したととろに新機軸がみられるので， 石神君の論文は理学博士の学位論文として十分

の価値あるものと認める。

- 16 ー




